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年次有給休暇取得率を企業規模別に見ると、企
業規模が大きいほど取得率が高くなっています。
ただし、最も取得率の高い 1,000 人以上の企業で
も取得率が 54.6 ％にとどまっているほか、100 ～
299 人では 2008 年から低下が続いています（図表

3-3-20）。業種別に見ると、「宿泊・飲食サービス
業」、「卸売業、小売業」、「建設業」、「生活関連サ
ービス業、娯楽業」などのように取得率が 4 割に
満たないものもみられます（図表 3-3-21）。

【図表3-3-20 企業規模別の年次有給休暇取得率】

【図表3-3-21 業種別の有給休暇取得率】



計画的付与制度の有無別に見ると、「電気・ガ
ス・熱供給・水道業」や「生活関連サービス業、
娯楽業」などを除く多くの業種で、制度を有する
企業の方が、年次有給休暇取得率が高い傾向にあ
ります。特に、「学術研究、専門・技術サービス業」
と「製造業」では制度がない企業との差が大きく

なっています（図表 3-3-22）。また、いずれの企業
規模においても、制度を有する企業の方が、年次
有給休暇取得率が高くなっています。特に、100
～ 299 人規模において制度の有無による年次有給
休暇取得率の差が大きくなっています（図表 3-3-
23）。
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【図表3-3-22 年次有給休暇取得率（業種別、計画的付与制度の有無別）】

【図表3-3-23 年次有給休暇取得率（企業規模別、計画的付与制度の有無別）】



第

３
章

仕
事
と
生
活
の
調
和
実
現
の
状
況

第
３
節
　
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
時
間
が
確
保
で
き
る
社
会
に
関
す
る
数
値
目
標
設
定
指
標
の
動
向

97

年次有給休暇取得者に対する上司の評価につい
て部下が抱いているイメージを、年次有給休暇の
取得率別に見ると、取得率が低い正社員ほど、「仕
事より自分の予定を優先する人」、「仕事が少ない
人」などのネガティブな評価を上司がしていると
感じる割合が高くなっています（図表 3-3-24）。
一方、企業の人事部に対し、人事評価において

「役割を果たし、有給休暇のほとんどを消化するこ
と」がどのように考慮されるかを聞いたところ、
いずれの業種においても 8 割以上の企業が「考慮
されていない」と回答しており、企業の人事部の
考え方と労働者のイメージの間に乖離があること
が分かります（図表 3-3-25）。

【図表3-3-24 年次有給休暇の取得率別にみた年次有給休暇の取得に対する上司の評価イメージ〔個人調査〕（正社員）】

【図表3-3-25 自分の役割を果たし年次有給休暇を取得することに対する人事評価〔企業調査〕】
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年次有給休暇の取得促進に効果的と考える取組
で最も多いのは、「計画的に休暇を取得させるルー
ルづくり」であり、「上司による有給休暇の取得奨
励」や「まとまった日数での取得奨励」なども効

果的と考える人が多くなっています。しかし、い
ずれの取組も、実際に職場で取組んでいるとの回
答は少なく、効果的と考えられる取組と実際の取
組には乖離がみられます（図表 3-3-26）。

【図表3-3-26 年次有給休暇取得促進に効果的と考えられる取組と、実際の取組〔個人調査〕（正社員）】

メンタルヘルスケアに取り組んでいる職場の割
合を事業所規模別に見ると、事業所規模が大きい
ほど取り組んでいる割合が高く、5,000 人以上で

は 99.1 ％、1,000 ～ 4,999 人では 98.0 ％となっ
ています（図表 3-3-27）。

【図表3-3-27 メンタルヘルスケアに取り組んでいる事業所割合（事業所規模別）】

（％）

平成 24 年 47.2

（事業所規模別）

50 ～ 99 人 71.4

100 ～ 299 人 83.1

300 ～ 499 人 92.8

500 ～ 999 人 96.4

1,000 ～ 4,999 人 98.0

5,000 人以上 99.1

（備考）厚生労働省「平成 24 年労働者健康状況調査」より作成。

10 ～ 29 人

30 ～ 49 人 56.0

38.9

メンタルヘルスケアに
取り組んでいる事業所計
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メンタルヘルスケアに取り組んでいる事業所の
取組内容（複数回答）は、「労働者への教育研修・
情報提供」が 46.7 ％と最も多く、次いで「管理監

督者への教育研修・情報提供」（44.7 ％）、「社内の
メンタルヘルスケア専用窓口の設置」（41.0 ％）と
なっています（図表 3-3-28）。

【図表3-3-28 メンタルヘルスケアに取り組んでいる事業所の取組内容】

仕事に関する強い不安、悩み、ストレスを感じ
ている労働者は、60.9 ％となっています（図表 3-
3-29）。具体的なストレスの内容としては、「職場

の人間関係の問題」（41.3 ％）、「仕事の質の問題」
（33.1 ％）、「仕事の量の問題」（30.3 ％）が多くな
っています（図表 3-3-30）。

【図表3-3-29 仕事や職業生活に関する強い
不安、悩み、ストレスを感じている労働者の割合】

【図表3-3-30 仕事や職業生活に関する強い不安、
悩み、ストレスの内容別労働者の割合（3つ以内の複数回答）】


